
１　行革推進計画以外の審議テーマ

項　　目 市民会議での主な議論 市の状況

入札制度見直し

談合等の不正を排除する仕組み
をしっかりとつくる必要がある（制度
の見直し改善が必要）。現時点で
最適な方法は、市内に本社がある
事業者に参加を認めるという本社
要件のある条件付一般競争入札
ではなく、市外業者も参加できる
一般競争入札であると考えるので
これを原則としたらどうか。市として
の考え方をメリット、デメリットを含
めて整理する必要がある。

地元業者への優先発注は、地域雇用の確保及
び地域経済の活性化を図るものであり、建設工
事ばかりでなく物品調達や業務委託など、すべ
ての発注における基本方針である。
さらに、現下の厳しい経済状況の中で、地元業
者への優先発注のニーズは、一層強まってお
り、市としてこの方針を今後も継続する。（市より
文書で考え方が示されたが理解できない点が
ある。）

議員定数

合併特例とはいえ、議員定数が多
い。市民会議として定数削減を建
議する。

・条例上の定数は30名だが、現在の議員数は、
合併に伴う特例を採用し48名となっており、現
議員の任期中は維持される。
・現在、議会において、議員定数に関する市民
の意見を聞く場を設けるなど協議している。

人事制度

管理職への任用は、昇任試験を
実施するなど適正化を図る必要が
ある。
人事制度改革抜きに行政改革は
達成できない。

・管理職への任用は、昇任試験を実施していな
い。各課の課長が行う人事考課結果、年齢、経
験、意欲、適正を総合的に判断している。
・人事考課制度は、検討委員会を設け議論して
いる。
・20年度は、人材育成の視点から人事考課制
度の見直しを進めることとして、管理職への期
末・勤勉手当の反映を一時停止。

審議会・委員会

審議会・委員会は、必要性・有効
性の検証を行って適正に設置する
必要がある。

21年度予算編成において、不要不急の審議会
等を廃止するなど、見直しを進めるよう通知し
た。
※通知内容は第3回会議資料参照。

表彰制度

・市長が主権者である市民に感謝
しての行為であるので、表彰状で
はなく感謝状としたほうが良い。
・在職年数などの単純な一律的基
準は弊害もあるので撤廃して、市
民の模範行動を讃える基準にする
べきである。

・一定の基準以上の功労や善行等について
は、単に謝意を示すものではなく、より重みのあ
る「表彰」をさせていただき、功績を称え市民の
皆さんに広く明らかにしていく。
・表彰者の選考は在職年数等の一律の基準で
はなく、表彰審査会で適正に行う。

個別事業見直し

下記の事業の現状を知りたい。
　国際交流事業全般、環日本海圏
交流事業、小川未明顕彰事業、坂
口謹一郎顕彰事業、中国経済ミッ
ションなど。

各事業の目的・目標・事業内容の報告を受け
た。（目標が不明確であり事業を実施することが
目的の感がある。）

風力発電について

名立の風力発電は故障が多く予
定通りの稼働となっていない。故
障対応の経験が生かされていない
のではないか。

１０月１４日より、ブレードへの落雷を避けるため
先端に金属レセプタ付きのブレードを取り付け
て復旧工事を行った。以後効果を検証してい
く。

利用者が受けるサービスの負担率
について

利用者の負担率についてはそれ
ぞれの提供サービスによってかな
りバラつきがあるのではないか。検
証してある程度一定にする必要が
あるのではないか。

まず実態を把握して今後検証していく。

職員意識調査の結果について

仕事の意欲に関して問題を提起し
ている結果が見られるが、仕事の
見直し、時間外労働、組織のあり
方、管理職の資質などについて対
策を取るべきではないか。

仕事の見直しや時間外労働については見直し
検証を各課に指示したが結果の検証には至っ
ていない。組織のあり方等については今後検討
していく。

財政状況の市民への情報提供に
ついて

市民に分り易い情報の提供の仕
方が必要である。

それなりに工夫しているが会計制度が民間とは
異なるので限界がある。今後も工夫していく。

行革市民会議での主な議論
資料７

1



項　　目 市民会議での主な議論 市の状況

コンサルタントを活用した基本構
想や基本計画の策定について

コンサルタントには相当多額の費
用を支払っているが、フォーラムの
開催やアンケート実施費用など職
員自ら実施すべきものも含まれて
いる。費用の効率的使用と職員技
能の向上のためにも職員ができる
ことは極力職員が実施すべきであ
る。

職員ができることは職員が実施するよう指導して
いく。

２　行革推進計画

項　　目 市民会議での主な議論 市の状況

1
職員提案制度を継続するととも
に、組織目標を踏まえたISO9001
に基づく業務改善活動を全庁的
に実施します

職員提案制度は職場に活気と元
気を出し、職員のモチベーション
アップ、仕事の見直し、にも繋がる
ので提案しやすいよう匿名を認め
るなど根本的に制度を見直す必
要がる。表彰での最優秀賞の件数
は1件に絞る必要はない。新制度
による提案件数が伸びていない。
検証する必要がある。

・19年度に市民会議の意見を取り入れながら制
度を見直し、20年度から新制度を運用した。
・現在までの通常分の提案は27件(第1四半期
11件、第2四半期11件、第3四半期5件）。
・集中月間（7月）では190件の提案があった。
・提案件数が伸びない原因については今後検
証して、提案制度の定着に努める。

6
すべての事務事業の執行につい
て、目標の設定、管理様式の統
一、定期的な進捗点検、成果測定
などを行い、PDCAサイクルを定着
させます

まだ目的・目標が明確になってい
ない。行革課としてしっかり検証し
て定着させる必要がある。職員全
員が認識しないと行革は進まな
い。意識改革を全員に徹底させる
必要がある。

・的確な目標を設定してＰＤＣＡサイクルを回さ
なければならないという認識は定着したと考える
が、現状の捉え方や明確な目標の設定は、目
的=目標＝施策（実施内容）＝評価の関係が整
合しないなど甘い状況がある。
・20年度組織目標の設定は、課等の目標のす
べてが明確な割合は26.8％（19年度19.8％）。
・今後予算編成作業を通じて徹底を図ってい
く。
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項　　目 市民会議での主な議論 市の状況

行政改革は、市長直属で部長クラ
スの権限がなければ断行できな
い。

市民会議の意見を参考に設置を検討し、4月ス
タートを目指している。

2000人の組織であるが、人事担当
職員が少ない。人事考課制度など
課題が多いなか、人事課の強化
見直しが必要である。

職員全体の人数が減少する中で、人員削減の
先頭になっている人事課は増員できない状況
にあり、今後の課題である。

職員数を削減するには、組織のス
リム化が必要であり、総合事務所
をいくつかまとめたグループに分
けるなどの改善や本庁と総合事務
所の役割の見直しが必要である。

・本庁と総合事務所の役割分担や連携のあり方
を整理し、４月からの実施を予定している。
・本庁に機能を集約するような改編であれば、
総合事務所の機能をどこまで残すかという問題
があり、実施は段階的に進めることも検討する。

１課１係に副課長が１名という課が
ある。このようなケースでは副課長
は不要と思われる。副課長の職制
について検討する必要がある。

・指摘については検討して整理していく。

業務の効率化のためには、観光企
画課と観光振興課のように同じよう
な仕事をしている課の統廃合を検
討する必要がある。また、三セク会
社の管理はそれぞれの担当課で
行っているが一つの課にまとめて
行ったほうが効率的であり市の考
え方も伝わり易いので検討すべき
である。

・指摘については検討して整理していく。

14
長期にわたる繰越滞納や高額滞
納者に対して、職員が納税交渉や
法に基づく財産調査、差押さえ、
公売などを集中的に実施すること
で滞納金の徴収額を増加します

滞納額そのものを減らすことが必
要であるので、滞納金の残高を目
標とすることはできないか。職員に
対する督促の研修が必要である。

・計画の時点（3月）では滞納金を確定できず、
次年度末の目標金額を設定できないため、行
革推進計画では今までどおり徴収額を目標とす
る。
・組織目標では滞納額が確定した段階で過年
度滞納額に対する収納率を設定し、100％を目
指して取り組んでいる。

17
広報じょうえつ、市ホームページな
どの広報媒体や封筒などに民間
企業等の有料広告を掲載します。

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ広告はこれからの主流
になるので早急に着手する必要が
ある。

市のホームページに有料広告を掲載することと
した。今後一層の掲載増に努めていく。

19
売却が可能な資産を積極的に売
却します

土地の売却は、不動産会社に任
せるだけではなく、市民に積極的
に情報を提供し看板を立てるなど
より前向きな取り組みが必要であ

土地の売却は、広報とホームページ等で広く市
民に周知しているが、十分といえないかも知れ
ない。その上、経済は不景気であり難渋してい
る。

22
市が支出するすべての補助金に
ついて終期を設定し、目的を達成
した補助金を終了します

予算編成では原則廃止とし、必要
なものは再要求してもらうなど、抜
本的に見直す必要がある。

・21年度予算編成方針においても、補助金・交
付金のゼロベースでの見直しを指示した。
・予算査定の中でも、補助金額の適正化や終期
の設定等のヒアリングを行ない、見直しを徹底し
た。
・新規の補助金については、特にその必要性、
金額の妥当性、終期の設定等についてヒアリン
グを実施して明確にする。
・２１年度の予算編成を通じて検証し指導してい

24
市の業務執行全般に渡る経費の
縮減を促進するため、不用不急の
予算を執行しないで残した部署に
対して、残額のうち半分の額を次
年度の予算枠配分に上乗せする
「インセンティブ予算」を実施しま
す

財源不足により実施できなかった
というのでは、いつまで経っても実
施できないのではないか。再検討
すべきである。

・20年度は財源不足によりインセンティブ予算を
実施できなかった。
・21年度以降も、当面、財源不足が見込まれ、
インセンティブ予算の実施が困難であるため、
実施内容や方法を再検討する。

11
簡素で機能的な組織機構の構
築。
本庁と総合事務所の機能を見直し
ます
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項　　目 市民会議での主な議論 市の状況

26
第三セクターの一層の自立を促
し、出資以外の市の支出を削減し
ます

第三セクターの経営実態と今後の
対応策はどうなっているか。役員
の陣容や待遇も見直す必要がある
のではないか。三セクの会社自体
がもっと自由に経営できる仕組み
が必要である。また、現場で働く人
の意見が反映できる仕組みが必
要である。

・議会報告対象の会社法法人(15法人）のうち19
年度決算で単年度赤字は5法人。また、民法法
人等（11法人）で正味財産が減少しているのは4
法人。
・20年度は、各第三セクターに経営改善計画を
作成させ、主体的に取り組んでもらっている。
・21年度は、総務省から示されたガイドラインを
踏まえ、専門的な見地から現状分析と改善策等
を見出すための検討体制を構築し、第三セク
ターの今後の方向性を見出す予定としている。

27
勧奨退職の継続及び退職者の補
充を可能な限り抑制しながら、事
務事業の統合・廃止・休止・効率
化・委託、組織機構の簡素化など
により職員数を削減します

・職員数の削減には職員の不採用
が有効
・採用の中断による年齢構成の問
題は、中途採用で対応できる。

・20年度新規採用者はゼロとした。
・その結果、職員数削減目標は計画を前倒しで
達成した。
・21年度は、年齢構成に歪みが生じないよう、退
職者の半数程度を採用という当初からの方針に
基づき採用する。22年度以降についても基本
的には同様の考え方であるが、現在、検討中で
ある。

28
市職員の給与について、地域の
経済情勢を反映し、地域の実態に
即したレベルとします。

職員の賞与について、市の財政が
苦しい中、民間に準じてボーナス
を業績に応じて支給する仕組みに
してはどうか。

・地方公務員の給与は人事院勧告等を踏まえ
改定されている。
・財政状況を踏まえて一律に減らす対応は検討
していない。

30
特殊勤務手当について、社会情
勢や職場環境の変化等を踏まえ
て抜本的に見直します

特殊勤務手当は廃止を含め見直
すべきである。

見直しの対象とした19手当のうち、10手当につ
いては廃止等の見直しを行った。
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・表彰者の選考は在職年数等の一律の基準ではなく、表彰審査会で適正に行う。 ナドヒョウショウシャセンコウザイショクネンスウナドイチリツキジュンヒョウショウシンサカイテキセイオコナ

		個別事業見直し コベツジギョウミナオ		下記の事業の現状を知りたい。
　国際交流事業全般、環日本海圏交流事業、小川未明顕彰事業、坂口謹一郎顕彰事業、中国経済ミッションなど。 カキジギョウゲンジョウシコクサイコウリュウジギョウゼンパンワニッポンカイケンコウリュウジギョウオガワミメイケンショウジギョウサカグチキンイチロウケンショウジギョウチュウゴクケイザイ		各事業の目的・目標・事業内容の報告を受けた。（目標が不明確であり事業を実施することが目的の感がある。） カクジギョウモクテキモクヒョウジギョウナイヨウホウコクウモクヒョウフメイカクジギョウジッシモクテキカン

		風力発電について フウリョクハツデン		名立の風力発電は故障が多く予定通りの稼働となっていない。故障対応の経験が生かされていないのではないか。 ナダチフウリョクハツデンコショウオオヨテイドオカドウコショウタイオウケイケンイ		１０月１４日より、ブレードへの落雷を避けるため先端に金属レセプタ付きのブレードを取り付けて復旧工事を行った。以後効果を検証していく。 ガツカラクライサセンタンキンゾクツトツフッキュウコウジオコナイゴコウカケンショウ

		利用者が受けるサービスの負担率について リヨウシャウフタンリツ		利用者の負担率についてはそれぞれの提供サービスによってかなりバラつきがあるのではないか。検証してある程度一定にする必要があるのではないか。 リヨウシャフタンリツテイキョウケンショウテイドイッテイヒツヨウ		まず実態を把握して今後検証していく。 ジッタイハアクコンゴケンショウ

		職員意識調査の結果について ショクインイシキチョウサケッカ		仕事の意欲に関して問題を提起している結果が見られるが、仕事の見直し、時間外労働、組織のあり方、管理職の資質などについて対策を取るべきではないか。 シゴトイヨクカンモンダイテイキケッカミシゴトミナオジカンガイロウドウソシキカタカンリショクシシツタイサクト		仕事の見直しや時間外労働については見直し検証を各課に指示したが結果の検証には至っていない。組織のあり方等については今後検討していく。 シゴトミナオジカンガイロウドウミナオケンショウカクカシジケッカケンショウイタソシキカタトウコンゴケントウ

		財政状況の市民への情報提供について ザイセイジョウキョウシミンジョウホウテイキョウ		市民に分り易い情報の提供の仕方が必要である。 シミンワカヤスジョウホウテイキョウシカタヒツヨウ		それなりに工夫しているが会計制度が民間とは異なるので限界がある。今後も工夫していく。 クフウカイケイセイドミンカンコトゲンカイコンゴクフウ

		コンサルタントを活用した基本構想や基本計画の策定について カツヨウキホンコウソウキホンケイカクサクテイ		コンサルタントには相当多額の費用を支払っているが、フォーラムの開催やアンケート実施費用など職員自ら実施すべきものも含まれている。費用の効率的使用と職員技能の向上のためにも職員ができることは極力職員が実施すべきである。 ソウトウタガクヒヨウシハラカイサイジッシヒヨウショクインミズカジッシフクヒヨウコウリツテキシヨウショクインギノウコウジョウショクインキョクリョクショクインジッシ		職員ができることは職員が実施するよう指導していく。 ショクインショクインジッシシドウ

		２　行革推進計画 ギョウカクスイシンケイカク

		項　　目 コウメ		市民会議での主な議論 シミンカイギオモギロン		市の状況 シジョウキョウ

		1
職員提案制度を継続するとともに、組織目標を踏まえたISO9001に基づく業務改善活動を全庁的に実施します		職員提案制度は職場に活気と元気を出し、職員のモチベーションアップ、仕事の見直し、にも繋がるので提案しやすいよう匿名を認めるなど根本的に制度を見直す必要がる。表彰での最優秀賞の件数は1件に絞る必要はない。新制度による提案件数が伸びていない。検証する必要がある。 ショクインテイアンセイドショクバカッキゲンキダショクインツナテイアントクメイミトコンポンテキセイドミナオヒツヨウヒョウショウサイユウシュウショウケンスウケンシボヒツヨウシンセイドテイアンケンスウノケンショウヒツヨウ		・19年度に市民会議の意見を取り入れながら制度を見直し、20年度から新制度を運用した。
・現在までの通常分の提案は27件(第1四半期11件、第2四半期11件、第3四半期5件）。
・集中月間（7月）では190件の提案があった。　　　・提案件数が伸びない原因については今後検証して、提案制度の定着に努める。 ネンドシミンカイギイケントイセイドミナオネンドシンセイドウンヨウゲンザイツウジョウブンテイアンケンダイシハンキケンダイシハンキケンダイシハンキケンシュウチュウゲッカンガツケンテイアンテイアンケンスウノゲンインコンゴケンショウテイアンセイドテイチャクツト

		6
すべての事務事業の執行について、目標の設定、管理様式の統一、定期的な進捗点検、成果測定などを行い、PDCAサイクルを定着させます		まだ目的・目標が明確になっていない。行革課としてしっかり検証して定着させる必要がある。職員全員が認識しないと行革は進まない。意識改革を全員に徹底させる必要がある。 モクテキモクヒョウメイカクギョウカクカケンショウテイチャクヒツヨウショクインゼンインニンシキギョウカクススイシキカイカクゼンインテッテイヒツヨウ		・的確な目標を設定してＰＤＣＡサイクルを回さなければならないという認識は定着したと考えるが、現状の捉え方や明確な目標の設定は、目的=目標＝施策（実施内容）＝評価の関係が整合しないなど甘い状況がある。
・20年度組織目標の設定は、課等の目標のすべてが明確な割合は26.8％（19年度19.8％）。　　　・今後予算編成作業を通じて徹底を図っていく。 テキカクモクヒョウセッテイマワニンシキテイチャクカンガゲンジョウトラカタメイカクモクヒョウセッテイモクテキモクヒョウシサクジッシナイヨウヒョウカカンケイセイゴウアマジョウキョウネンドソシキモクヒョウセッテイカナドモクヒョウメイカクワリアイネンドコンゴヨサンヘンセイサギョウツウテッテイハカ

		11
簡素で機能的な組織機構の構築。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本庁と総合事務所の機能を見直します カンソキノウテキソシキキコウコウチク		行政改革は、市長直属で部長クラスの権限がなければ断行できない。
 ギョウセイカイカクシチョウチョクゾクダンコウ		市民会議の意見を参考に設置を検討し、4月スタートを目指している。 シミンカイギガツメザ

				2000人の組織であるが、人事担当職員が少ない。人事考課制度など課題が多いなか、人事課の強化見直しが必要である。 キョウカ		職員全体の人数が減少する中で、人員削減の先頭になっている人事課は増員できない状況にあり、今後の課題である。 コンゴカダイ

				職員数を削減するには、組織のスリム化が必要であり、総合事務所をいくつかまとめたグループに分けるなどの改善や本庁と総合事務所の役割の見直しが必要である。 ショクインスウサクゲンソシキカヒツヨウカイゼンホンチョウソウゴウジムショヤクワリミナオヒツヨウ		・本庁と総合事務所の役割分担や連携のあり方を整理し、４月からの実施を予定している。
・本庁に機能を集約するような改編であれば、総合事務所の機能をどこまで残すかという問題があり、実施は段階的に進めることも検討する。 ホンチョウソウゴウジムショヤクワリブンタンレンケイカタセイリガツジッシヨテイホンチョウキノウシュウヤクカイヘンソウゴウジムショキノウノコモンダイジッシダンカイテキススケントウ

				１課１係に副課長が１名という課がある。このようなケースでは副課長は不要と思われる。副課長の職制について検討する必要がある。 カカカフクカチョウメイカフクカチョウフヨウオモフクカチョウショクセイケントウヒツヨウ		・指摘については検討して整理していく。 シテキケントウセイリ

				業務の効率化のためには、観光企画課と観光振興課のように同じような仕事をしている課の統廃合を検討する必要がある。また、三セク会社の管理はそれぞれの担当課で行っているが一つの課にまとめて行ったほうが効率的であり市の考え方も伝わり易いので検討すべきである。 ギョウムコウリツカカンコウキカクカカンコウシンコウカオナシゴトカトウハイゴウケントウヒツヨウサンカイシャカンリタントウカオコナヒトカオコナコウリツテキシカンガカタツタヤスケントウ		・指摘については検討して整理していく。

		14
長期にわたる繰越滞納や高額滞納者に対して、職員が納税交渉や法に基づく財産調査、差押さえ、公売などを集中的に実施することで滞納金の徴収額を増加します		滞納額そのものを減らすことが必要であるので、滞納金の残高を目標とすることはできないか。職員に対する督促の研修が必要である。 タイノウガクヘヒツヨウタイノウキンザンダカモクヒョウショクインタイトクソクケンシュウヒツヨウ		・計画の時点（3月）では滞納金を確定できず、次年度末の目標金額を設定できないため、行革推進計画では今までどおり徴収額を目標とする。
・組織目標では滞納額が確定した段階で過年度滞納額に対する収納率を設定し、100％を目指して取り組んでいる。 ジテンガツタイノウキンカクテイジネンドマツモクヒョウセッテイギョウカクスイシンケイカクイマチョウシュウガクモクヒョウソシキモクヒョウシュウノウリツセッテイ

		17　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報じょうえつ、市ホームページなどの広報媒体や封筒などに民間企業等の有料広告を掲載します。 コウホウシコウホウバイタイフウトウミンカンキギョウトウユウリョウコウコクケイサイ		ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ広告はこれからの主流になるので早急に着手する必要がある。 コウコクシュリュウソウキュウチャクシュヒツヨウ		市のホームページに有料広告を掲載することとした。今後一層の掲載増に努めていく。 シユウリョウコウコクケイサイコンゴイッソウケイサイゾウツト

		19
売却が可能な資産を積極的に売却します		土地の売却は、不動産会社に任せるだけではなく、市民に積極的に情報を提供し看板を立てるなどより前向きな取り組みが必要である。 トチバイキャクフドウサンガイシャマカカンバンタマエムトクヒツヨウ		土地の売却は、広報とホームページ等で広く市民に周知しているが、十分といえないかも知れない。その上、経済は不景気であり難渋している。 トチバイキャクコウホウナドヒロシミンシュウチジュウブンシウエケイザイフケイキナンジュウ

		22
市が支出するすべての補助金について終期を設定し、目的を達成した補助金を終了します		予算編成では原則廃止とし、必要なものは再要求してもらうなど、抜本的に見直す必要がある。 ヨサンヘンセイゲンソクハイシヒツヨウサイヨウキュウバッポンテキミナオヒツヨウ		・21年度予算編成方針においても、補助金・交付金のゼロベースでの見直しを指示した。
・予算査定の中でも、補助金額の適正化や終期の設定等のヒアリングを行ない、見直しを徹底した。
・新規の補助金については、特にその必要性、金額の妥当性、終期の設定等についてヒアリングを実施して明確にする。
・２１年度の予算編成を通じて検証し指導していく。 ネンドミナオテッテイメイカクネンドヨサンヘンセイツウケンショウシドウ

		24
市の業務執行全般に渡る経費の縮減を促進するため、不用不急の予算を執行しないで残した部署に対して、残額のうち半分の額を次年度の予算枠配分に上乗せする「インセンティブ予算」を実施します		財源不足により実施できなかったというのでは、いつまで経っても実施できないのではないか。再検討すべきである。 ザイゲンフソクジッシタジッシサイケントウ		・20年度は財源不足によりインセンティブ予算を実施できなかった。
・21年度以降も、当面、財源不足が見込まれ、インセンティブ予算の実施が困難であるため、実施内容や方法を再検討する。 ネンドザイゲンフソクヨサンジッシネンドイコウヨサンジッシコンナンジッシナイヨウホウホウサイケントウ

		26
第三セクターの一層の自立を促し、出資以外の市の支出を削減します		第三セクターの経営実態と今後の対応策はどうなっているか。役員の陣容や待遇も見直す必要があるのではないか。三セクの会社自体がもっと自由に経営できる仕組みが必要である。また、現場で働く人の意見が反映できる仕組みが必要である。 ダイ３ケイエイジッタイコンゴタイオウサクヤクインジンヨウタイグウミナオヒツヨウサン		・議会報告対象の会社法法人(15法人）のうち19年度決算で単年度赤字は5法人。また、民法法人等（11法人）で正味財産が減少しているのは4法人。
・20年度は、各第三セクターに経営改善計画を作成させ、主体的に取り組んでもらっている。
・21年度は、総務省から示されたガイドラインを踏まえ、専門的な見地から現状分析と改善策等を見出すための検討体制を構築し、第三セクターの今後の方向性を見出す予定としている。 ギカイホウコクタイショウカイシャホウホウジンホウジンネンドケッサンタンネンドアカジホウジンミンポウホウジンナドホウジンショウミザイサンゲンショウホウジンネンドカクダイサンケイエイカイゼンケイカクサクセイシュタイテキトクネンドソウムショウシメフセンモンテキケンチゲンジョウブンセキカイゼンサクナドミイダケントウタイセイコウチクダイサンコンゴホウコウセイミイダヨテイ

		27
勧奨退職の継続及び退職者の補充を可能な限り抑制しながら、事務事業の統合・廃止・休止・効率化・委託、組織機構の簡素化などにより職員数を削減します		・職員数の削減には職員の不採用が有効
・採用の中断による年齢構成の問題は、中途採用で対応できる。 ショクインスウサクゲンショクインフサイヨウユウコウサイヨウチュウダンネンレイコウセイモンダイチュウトサイヨウタイオウ		・20年度新規採用者はゼロとした。
・その結果、職員数削減目標は計画を前倒しで達成した。
・21年度は、年齢構成に歪みが生じないよう、退職者の半数程度を採用という当初からの方針に基づき採用する。22年度以降についても基本的には同様の考え方であるが、現在、検討中である。 ネンドシンキサイヨウシャケッカショクインスウサクゲンモクヒョウケイカクマエダオタッセイネンドネンレイコウセイユガショウタイショクシャハンスウテイドサイヨウトウショホウシンモトサイヨウネンドイコウキホンテキドウヨウカンガカタゲンザイケントウチュウ

		28
市職員の給与について、地域の経済情勢を反映し、地域の実態に即したレベルとします。		職員の賞与について、市の財政が苦しい中、民間に準じてボーナスを業績に応じて支給する仕組みにしてはどうか。 ショクインショウヨシザイセイクルナカミンカンジュンギョウセキオウシキュウシク		・地方公務員の給与は人事院勧告等を踏まえ改定されている。
・財政状況を踏まえて一律に減らす対応は検討していない。 ナドザイセイジョウキョウフイチリツヘタイオウケントウ

		30
特殊勤務手当について、社会情勢や職場環境の変化等を踏まえて抜本的に見直します		特殊勤務手当は廃止を含め見直すべきである。 トクシュキンムテアテハイシフクミナオ		見直しの対象とした19手当のうち、10手当については廃止等の見直しを行った。

		34　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　企業団地や市の利用計画がなくなった土地について、不動産取引に精通している民間企業の協力を得て、官民一体となった販売促進を展開し、保有額の削減を図ります。 キギョウダンチシリヨウケイカクトチフドウサントリヒキセイツウミンカンキギョウキョウリョクエカンミンイッタイハンバイソクシンテンカイホユウガクサクゲンハカ		経済情勢が厳しいとはいえ、２０年度の目標達成はおぼつかない。このままでは今後も計画倒れになる恐れがある。厳しいだけでは済まされない状況にあり、抜本的な対策が必要である。 ケイザイジョウセイキビネンドモクヒョウタッセイコンゴケイカクダオオソキビスジョウキョウバッポンテキタイサクヒツヨウ		状況は承知しているが、経済環境が厳しいという影響は避けられない。 ジョウキョウショウチケイザイカンキョウキビエイキョウサ
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